
 1 

一 般 質 問 の 概 要 
                      平成 26 年第 2 回 二宮町議会定例会 

 

１日目 6 月 11 日（水）午前 9 時 30 分～（近藤、三橋、神保、脇、根岸 各議員） 
 

No 質問予定議員 質        問        概        要 

１ 
近 藤 行 宏 

議員 

 

日帰り観光推進における具体策を問う 

（放映件名：日帰り観光推進における具体策を問う） 
 

ここ何年来の課題である日帰り観光推進の成果を上げる必要があると感じると

ころです。 

今年度は町民の方々へ見える形で具体策を示し、一歩二歩と前に進める年度と捉

えます。 

そこで、以下の要旨に添って伺う。 

要旨１．歩行者の安全対策を、どのように考えているのか。 

要旨２．年間を通しての観光客誘致戦略の構築をどう整えるのか。 

要旨３．二宮ブランド等、購買意欲をどう高めていくのか。 

要旨４．日帰り観光拠点づくりの具体策は。 

要旨５．広域観光ネットワークの推進について。 

要旨６．観光協会について。 
 

 

２ 
三 橋 智 子 

議員 

 

将来を見据えた二宮町に適した学校配置と、幼保一体化の支援策を 

問う 

（放映件名：将来の学校配置と幼保一体化の支援策を問う） 
 

１小中学校の将来ビジョンについて 

①減少が見込まれる児童生徒数の将来推計や、校舎等、関係施設の老朽化の現

状から、学校の再配置が課題となっている。それをふまえて学区編成など、

今後の町の考えを伺う。 

②小中一貫教育に対する見解はどうか 

③学校の統合に対する見解はどうか 

２子ども子育て支援新制度の本格施行に向けた、幼保一体化について 

①保護者のニーズが高いとされる「認定こども園」への移行状況はどうか 

②幼稚園・保育園に対する財政支援や相談体制は確保できているか 

③「一時預かり事業」の実施について 
 

３ 
神 保 順 子 

議員 

 

二宮町子ども・子育て支援事業計画と町の児童コミュニティークラブ

（学童保育）および放課後子ども教室について 

（放映件名：学童期における町の子育て支援について） 
 

１）町が考える学童保育における公設民営の考え方について伺う。 

２）子ども育成課が捉える学童保育の課題と今後の新制度への移行について伺

う。 

３）二宮町子ども・子育て支援事業計画策定において実施した子ども・子育てに

関するアンケート調査からみる学童保育のニーズについて伺う。 

４）今年度実施する放課後子ども教室と学童保育との関わりについて伺う。 

５）町が 25年度に掲げた「子育て元年」にともない、26年度予算では子育て環

境の充実を柱とした中で、子育て施策全体の強化、底上げを図ると位置づけた。

それに対し、町は今後学童保育の充実をどのように進めていくのか見解を伺
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う。 

４ 
脇  正 文 

議員 

 

オリーブ事業の展望について問う 

（放映件名：オリーブ事業は町を活性化できるのか） 
 

１．昨年２月「二宮は小豆島に次いで全国２番目のオリーブ産地を目指してい

る。」と町長は言っているが、「２番目のオリーブ産地」とはどのような内容を

言っているのか。また、「オリーブによる町活性化を期待している。」とも言っ

ているが、この町活性化とは、何がどのようになることを町活性化と捉えてい

るのか伺う。 

２．オリーブ栽培農家の数・取組や、オリーブの生育状態の現状について伺う。 

３．将来的には、二宮町だけでなく近隣市町にも呼びかけ「湘南オリーブ」とし

てブランド化を図るとあるが、既にオリーブ栽培に動き出した近隣市町との間

で何をどのように進めていくのか計画や見通しについて伺う。 

４．手づみ収穫によるオリーブは、蜜柑栽培など以上に雇用と農業所得の確保に

結びつくのか。荒廃農地の解消、農業再生に繋げられるのか。その計画等実現

性に向けた、生産・集荷方法、搾油等の商品化、種類、販売市場・経路・方法

等、また、販売組織について、二宮のオリーブの独自性とその展望を伺う。 
 

５ 
根 岸 ゆ き 子 

    議員 

 

住民福祉への寄与、適正な住環境を保つために、墓地条例という単独 

の条例制定を求めるが、町の考えを問う。 

（放映件名：墓地条例の制定を求む） 
 

①緑が丘に隣接する山が造成され、近隣住民が墓地を作るという噂に不安を抱え

ていることについて町は把握しているか。 

②墓地設置に対して、まちづくり条例によって補完できるという見解もあるよう

だが、まちづくり条例で実際に墓地新設の規制は可能なのか。 

③法改正によって墓地の経営許可等については県から市に移行し、業者への規制

が厳しくなる状況が起こっている。町内でも墓地の計画が現実的に浮上する前

に町の早急な対応が必要と考える。墓地条例制定の考えはあるか。 
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２日目 6 月 12 日（木）午前 9 時 30 分～（桑原、小笠原、浅賀、添田 各議員） 

 

６ 
桑 原 英 俊 

議員 

 

原田地区集会場・葬祭会館建設に伴う町の対応について問う 

（放映件名：原田地区葬祭所建設に伴う町の対応について） 
 

原田地区集会所・葬祭会館建設について、先月、5 月 25 日に元町老人憩いの

家で原田地区葬祭会館建設に伴う住民説明会が行われました。                                  

 住民の方からの質問に対して、建設者側のちぐはぐな回答で、住民の怒りが爆

発して、怒号が飛ぶほど会場が熱くなりました。 

一企業の利益に絡んだ施設の新設のために住民が大変な精神的苦痛を受けてい

ます。 

地域としては建設者側が白紙撤回するまで反対運動を起こそうとしています。 

住民の安全と安心して住みやすい環境をつくる責任が町側にもあると思います。 

その為には町も地域と一緒になって何らかの対策を講ずるものと思っています 

が、町の対応を伺います。 

要旨１ 開発行為に対して、500 ㎡を超える開発の取り扱いについて。 

要旨２ 原田地区入り口周辺道路の安全について。 

要旨３ 開発の許可は県の許可になっているが、町として住民の安全を考えた時

に、町独自で開発等を規制する条例制定の考えがあるのか。 
 

７ 
小 笠 原 陶 子 

議員 

 

二宮町の市街地の緑化保全と維持管理について問う 

（放映件名：二宮町の市街地の緑化保全と維持管理を問う） 
 

１．町は平成 17 年に二宮町緑の基本計画を策定した。住民アンケートも行い、

住民ニーズを把握し、二宮町の緑化のあるべき姿を描く計画を作ったが、実施

計画はなく、近年、ミニ開発に伴い、残された緑が徐々に失われている。緑地

の維持と管理対策を伺う。 

２．特に、住民ニーズの高い駅周辺の緑化や幹線道路の街路樹整備について町の

今後の方針と対策を伺う。 

３．町の限られた予算の中、緑化のための予算確保は重要である。二宮町み 

どり基金の活用が望まれるが、基金設立から今日までの運用経過と今後の 

展開を伺う。 
 
 

８ 
浅 賀 一 伸 

議員 

 

住みよい町づくりについて 

（放映件名：住みよい町づくりについて） 
 

建築基準法には抵触しない新築だが、隣接地においては日照や強い圧迫感等、

住環境の悪化が生じている。 

このような事例での町民からの苦情は町に入っているか。 

また、町としてどのように考えているか。 
 

二宮町の小児医療費助成について 

（放映件名：小児医療費助成を中学 3 年生まで拡充を） 
 

昨年 3月にも質問をした時、「小学 6年生からの拡充は考えていない」と 

の答弁だったが、そのすぐ後の全員協議会では「中学 3年生までの拡充を目指す」

とした計画が報告された。 

 その後、平成 26年度の予算編成資料では「拡充する」という言葉が明記 

されたが、結局出来上がった予算案では「拡大に向けて整備を進める」とい 

うことになっている。それならば年度内の早い時期に実施すべきと考えるが 

どうか。 
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９ 
添 田 孝 司 

議員 

 

二宮町立温水プールの運営について問う 

（放映件名：二宮町立温水プールの運営について問う） 
 

温水プールはトレーニングルームも併設した施設として、平成 6年に開設され

た。現在に至るまで事業収支は年間数千万円の赤字運営を続けており、議会や町

民の間でも改善を求める議論がなされている。平成 23 年度より民間会社に委託

して水泳教室とアクアビクスを始め利用者の増加を図っているが、大幅な収支の

改善に結びついていない。しかし、一部の町民にとっては施設の目的に沿った健

康づくりや体力づくりに役立っていると推察される。温水プールを有している県

下の自治体は多くなく、多大な投資をして建設したものであり、二宮町が誇れる

そして定住促進を目的として町外にアピールできる施設としなければならない。

単に経済的な利益を求めることが目的ではなく、十分活用され、子どもから高齢

者までの健康づくりと体力づくりやレクリエーション施設として町民の福祉向

上に寄与し、町民の満足度を高め多くの町民が必要だと思える施設であることが

求められる。また、理解が得られる運営コストであることも求められる。そこで、

以下の質問をする。 

①施設の目的は何か、その目的は達成されているか。 

②町民の温水プールに対する要望をすい上げくみ取っているか。また、それに応

える努力をしているか。 

③収支バランスを改善すべきと考えているか。考えているならば、改善策はなに 

か。 

二宮町の中長期展望について問う 

（放映件名：二宮町の中長期展望について問う） 
少子高齢化や人口減少傾向から、将来的な福祉経費増と税収減への危惧、また、

南北駅前商店街の活性が失われつつあることから町経済衰退への危惧等で、町民

の間では二宮町の明るい将来への展望が見いだせないのが現状ではないか。一方

でアベノミクスによる経済活性化への期待と、海も山も川もある極めて良好な自

然環境や都市圏近郊であるという住宅地としての立地条件の良さから、的確な町

施策を実行していけば中長期的には展望が開けるとお考えになっている町民も

多いと思う。平成 26年度は第 5 次二宮町総合計画の 2年目となり、町は前期基

本計画の 4つの重点施策を推進している。そこで、以下の質問をする。 

①4つの重点施策実現に向け、今までの成果と具体的な事業計画も含めた今後を

問う。 

②中長期的な町づくりの方向性や計画に対する町長の考えを問う。 
 

 

備考：11日（水）の 2番目～5番目、12日（木）の 7番目～9番目の質問開始時刻は、直前の質問

終了後となりますので、不確定です。 


